
Ⅰ　はじめに

Ⅱ　集落形成期（1560年から1870年代まで）

Ⅲ　輸出経済期の社会経済的変容（1880年代から1929年まで）

Ⅳ　初期工業化期（1900年頃から1929年まで）（以上，第12巻第11号）

Ⅴ　サン・パウロ市の経済的機能
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サン・パウ口市の経詩的機能と都市的発展（II)

輸人代替工業化期（1930年代以降）
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I 大サン・パウロの工業化と拡大
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jf!）長し‘その rli~易国力： h士大一I ；：：，三ど仁；二‘そのて

38 

山
だ

出
1f'っ

陛
J

男

業の構造も高度化してきた。今日では，大サシ・

パウロは，工業ばかりでなく，商業宅金献などに

おL、ても，イラジル経済の中心地となっており、

都市的発展も全国で最も進んでいるc この現象を

理解するには、ブ弓ジル工業化の過程を代表する

大将ーン・ノ、ウロの工業化の歴史を回顧すーる必！妥が

あとJ,

→トン・ハウ口市ないし大サン・パウ口の工業発

展史は，（1)193（時二のtit界大恐慌と，（2）第2次世界

大戦を主要な分i岐点として考えることができる。

第 l次世界大戦L 市の初期工業化にかなり重要

な影響を与えたが，それにつL、ては，本稿第 I部

｛『T:.,7経済』第12巻第11ザ 1971年）でふれてお

いたので、繰返しは避けたし、υ

1930年の位界大恐慌は，コーじーの函i療保Ii絡を

下決させ、ワラジ Pしの貿易収支を悪化させたりさ

らに、コーとーの：（£康投資を支えていた外出資本

が流出したので、 i玉i際収支は，さらに悪化せざる

を1lfなか勺たけこの結果，輸入能力の低下が，輪

入代存工業に有利な保護効果をもたらしたυ他方、

コーヒー農業の収益性低下に対応して、その資本

のかなりの部分か機械，；台余，化学，などの生産

財仁？？：に移転された、：主た，農業の不況かふ生じ

た都市人11(l)j:1；，）大‘大震回の分譲により生れた自

覚農の増大、ヴ γ ／C,ガス政権下における労働i去の

施行ー賃金の上昇などの要因に助けられて，消費

財工業の市場が拡大しつつあ •＇） たので、繊維工業
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などの消費財工業も成長した。これらの工業が，

都市人口が多く市場と労働力に恵まれ‘さらに，

コーヒー景気時代に発達した運輸交通通信網によ

って，広い内陸の市場に対しても有利な位置にあ

ったサL ・ペウロ市に集中したのは，不尽議では

なカ冶／》fこ，，

第 2の分岐点，すなわち，第2次世界大戦の後，

とくに， 1950年代には，サン・パウロ市を拠点と

して，ブラ乙、ルの重化学工業が急速に確立した。

この時期に十ン・パウ口市の工業は、行政区画を

こえて，周辺地区（periferia）に拡大し，いわゆる

大サン・パウロを形成した。

ぺL〆イうの調査によれば，1958年現在の大サン・

パウロの企業の60%が第三次大戦後に設立されて

おり，この比率は，非金属鉱業，冶金，機械，電

気通精機器，輸送機器などいわゆる近代工業部門

につiていえば，さらに高くなる（第18表参照）。
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大サン・パウロの形成とその工業の丞化学化が，

ほぼ時期を同じくしてなしとげられたために，サ

ン・パウロ市内の工業は，どちらかといえば，古

くから V川市賀J財工業‘芦Llill部には，よりおiしい重

化学工業が配置されるようになった。なぜなら市

内の外部経済の集積の限界効用が低下し，反対に，

市内の工場用地の地価，労働者の生計費，郊外の

労働者居住地から市内への通勤交通費などが上昇

したからである。

歴史的にみて，大サン・パウロの工業がサン・

パウロ州の工業に対して占める比重は，徐々に低

下してきた。とれが全国的な地域較差の是正にた

どんにつながらないとしても．限定された地域の

工業化が次第に普及するという一つの証左にはな

ろう。そのような動きの推進力は，大サン・パウ

ロの形成tこ際して働いた力と同じといえるであろ

) 。

第19表から，サン・パウロ州内で1949～59年の

期間に最も成長率の高かった地方は，大サン・パ

ウロであったことがわかるが，それでも，個別部

門では，非金属鉱業と冶金（カンピーナス）， また

衣服（パライノミ）， 繊維（リベイラン・プレト〉のよ

うに，大サン・パウロの圏外に，より高い成長事

を示した地域もあソたのである。

第19表 サン・パウロ州内主聖書工業地域の部門別

雇用労働者数年平均成長率（1949～1959年）

サ〉 ・大・ノサ、ン
ノ市ミウロロ ウーカζゾ『人

君勢治金主属毒鉱業金！｜ 1.8 4.6 7.1 21.3 
械信器 8.1 76.0 8.8 

15.8 8.1 1. 3 
15.7 33.0 

｛七 会寸維Lι - 7.8 10.9: 5.6 ! l‘8 
織孟 0.1 3.6 4.1 00 
衣 月反 7.3 8.6 
食 品 1.1 4.6 2.0 3“6 

百十 4.1 , 7. 7 4.2 2.4 

8.0 1.8 
0.8 13.4 

24.1 8.2 
3.1 4.3 

1.3 ! 5.8 

（山所） Cen帥 Industrial(1950, J 960年）から計算。
Carlos Antonio Rocca et al., ,4 industriaρu11・ 

lista, Sao Paulo, ANPES, 1968, p. 93に引用。

2. 全国的工業中心地としての大サン・パウロ

第却表から， 19似年；こ，全国工業付加価値の，14＇）勺

が大サン・パウ口で生産され， 1975年fこもーこの

比率は，ほとんど変わらないと予想されているこ

とからも，大＋ン・パウロの工業力の全国への分

39 
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工業力における同川としたがって，業化であり，

他地jJとの較差は，

全国工業付加価値に対する大サシ・ノ、ウロの

比重（1併前年実法と 197J年の予怒）

第20表

むしろJit大するのではないか

とさえ予想されるのである（第丘、 22表参照） •• 

ザン・ノミウ口付iへの工業力＊＇わ（全国 1：業

付加Jfi匝｛直への4奇与%）

19:l9-4三1949{f1959年196！＞年
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（「HTYD IB（氾の諸資料から計算。IIeinrich Rattner, 

Loζalizは·r;:•lo da ind註言triac co11ce11tra,ao eco-

n6mica emδ：ao Paulo, Tese de <loutramento cla 
Facul《lade <le ドilosofia Ciencias e Letras <la 

Univcrsidadc de Sao Paulo, Nov. de 196民p.59.

'%I. I 

;:j°』＇..；＇..；表から，歴史的に λて、千ン・パウロチ1-1へ

の工主力:i）集中は，次第：こiおまつ口、ることが明

とくに，近代的部門にこの｛頃it司は，らJトーぐえ勺るつ

フフこのほtt:H土， 1950年代以後，おいて著しいむ

生ジル内輸入代替的工業化が質的に一段階進み，

l'Jll7 1920 1斗；＼8 195抗 l%S
年年年年年

17 32 -13 S5 56 

九：－； 21 14 11 9 

15 11 lL .'I 7 
7 7 弓 7 7 

5 付 i1 ,; (i 
5 :-! 2 :, 4 
4 7 --l :; 2 

12 11 .'I 5 7 

100 100 1り0 101) 100 

7 '7 / Iしの工業生産額Hl'•JJt注成 Lυ o)第21表

斗f一、 ・ノ 、う 口
(191,()lf七でk

グアナパラし車 内「ど）
南リオー．ヲごヲノデ

リオ・子.> －＼’ Fイロ

ミ十ス・ジゴ う f ヘ
ノJ ラ →
,.'... 1］..寸「；アコ

斗キンケ・り々 I）←ーー←

そ の他

産財を国産化しはじめたためである。生産財は，

その性質から，慨して，規模の経済のメリソトが

大きく，かつ重量比価格が大きく，輸送距離の大

（山所〕 Juarez l,. Branrlao Lopes, D州知・o！γi-

111entο，. 111uda11r;:11 social, Sao I》aulo, Editora 

da 1; ni ,・ersiぐlade de Sao Paulo, 1%8, p.10, 

19日年に「＇＇、ては、 mc;E, Re;;i九troindustrial, 

l'l日カ‘「＜i算。
その競争性に影響を与えな十。あまり，ノトi土，

のため， 1950年代前に［土、先進工業国から輸入さ

このころには，大サン・パ

ウロをi:j1心とする広域市場は，規模の経済のメリ

れてL‘たのであるが，散が自然に行なわれ得るものでないことが知られ

サン・パウロHI'iそ｝；＼：（I；工る。予想されるかrhJ：士，

40 
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小H7JIJ卸売企業の分布

!1950年のどンサス!1960年のセン作ス
i加古三完k金額，in 主 i左上金額

（時制~~~写マ：）主業議（！？と｝！~）

EB 23支ットを十；分発揮できるほど発達した上（こ，大伴ン・

ブラジノレで最も進んだ外部経済が形ノミウロ iニ；正，
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このような生産財工業の成されて，， .たのであるコ

JTil+!-1工業は，全サン・ノ；ウロ川への集iドの結果，

その労働生産岡山大企業（I)大部分を包含し山l),

このように見てくる性；土，全国政市水準にある。

(/Uf汗） IBGE, Recenseamcnto comercial (19:iO、

印刷年） Doriv’al Teixeira Viei問、“Comercio

paulista com o exterior e com outros estados，” 
em .T. V. Freitas Marcondes e Osrnar Pimentel, 

eds.‘ Silo Paulo, ，.、cj>irito,jN,・uo, institui<;oes, 

Sao Paulo, Li,・1aria Pioneiia E《litora,1968, p. 

209に引用。

サン・パヴ口市をブラシルの全面工業中心地

と呼ぶことができょう。

と、

サン・パウ口市の高業金融機能

三本店第 I音I＼で扱ったコーヒー輸出期には，サン・

ノーワロ 1rf(!J商業機能は，コーヒーの商業化（サント

ス i'~さがその中心であ·＿；fこがJと消費財の輪入，卸売

3. 

工業化が同Illを拠点として，し品、 L,－＂七、、♂〉て） ；.：...。
サン・ノミウロリ11卸売業売 L衛部門別構成

(1%0今，＇.＼，）
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まず消費財の輸入が行なわれなくな

り，原材料， Lji出j材．資本財の輸入と！日］Jriで生産

される製品の商業化，

1c、f(T）集荷と工業への供給がその向業活動の中心：こ

すなわち卸売と地方の原材

進！長tると，

コーヒー危機を契機として，州内農業は，なった。

寸ナ

ン・ノ：ウロ r¥J工l;;Cl）食料を生産する多角的な農業に

1935年頃ヵ、ら，キii＼ι目－－擦などの原料作物や，

コーヒー農業を特徴づけていた大農制がーts_、、

100.0 100.0 ザン・ノJウ部解体さ jL＇中小自営農が出現した c

.'lnuJrio Est,Ltistico do lirasil、1965.

サン・パウロ州卸売業主上額郎門日IJ構成

(1960年、。ら）
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第25表

口市の工業化と商業機能の向上を支えたのは，

うした引きによる州内陸部の購買力上井で、あっfこ

といえよう。そして，サン・ノ〈ウ口市の工業化が

生産財段階に入ると，他地方の軽工業とかは［の重

工業，他地方の農鉱業とlri1T!i・c・）軽工業の！日jに分業
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｜司I行v)商業機能もそれに対応して関係が成立し，

変化し，その市場国は，さらに一層拡大した（第4

100.0 

C /I＼庁T)

サン・バヴロ少Mの卸売商業の

規模は，企凪ーになった（第2：，表参照）。

第三4、25去から， 1950年から1960年にかけて，

サン・バウ口市の工業構造の高度化を反映して，

同市の卸売業の活動内容も変化したことが明らか

農業製品および天然産物
食料，飲料
繊維，衣服
仁 只，治金製品

屯気機器
化学薬品工業製品
燃件潤滑油
自動車および部品h

回参照んこのため，
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第 4図 ブラゾノレの都市系列とその影響圏（1960年代初期）
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（出所） IBGE, A.tlas Nacional do Brasil, Rio, 1966, IV-19. 

（注）現在，サンパウ戸市の影響隠は，さらに拡大してし、ると思われる。

である。すなわち，軽工業製品の比重が低下し，

重工業製品の比重が高まったことであるのこの変

化に対して，大サン・パウロの重工業製品の市場

も拡大しつつあると思われる。
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1968年に，大サン・ペウロの全工業製品の約40%

が大＋ン・ノfウロ内で消費され，約20%が大サン・

パウロ圏外の州内陸部に供給され，結局，約60%

がサン・パウロ州内で消費されたことになるので，
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件ン・パウロ市のブラジノレ経済のサービス・セ

ンター｛じは，市の住民の就業構造の過去の傾向か

ら予測でさることでもある（第28表参照）。

庁ン・パウロ市の市場圏は，全国的とはいえなU、

しかし．約30'1；，は‘州外の他地方ように見える。

第27；？提銀行預金額の地域分布

預金悦）車問
: 1958 J 19631別 6! 1970 I 1960 [ 1鮒

サ〉・パウロ！ 33.51 29.9! 35.5 :-i2.5！氾.si34.7 
ケ 了寸ーノミラ； 43.3i 23.6; 17.4 17.ll l:-l.7! 11.5 
ミナス・シ z弓イス i7.3: 4.7: 6.3 7.0' 10.8: 10.6 
南 iiす・ケランデ i4.o! 3.2 4.2 6.o: 9.1, 8.8 
パラナ i3.91 3.2° :-J.8 :Lゴ 9.31 6.1 
その他 I 8.0: 31.11 :12.8 :-J4..11 24.6! 28.3 

I I i I 
計 ・100. 01100. 0,100. 0;100. 0;100.0100. 0 

（出所〉 Rattner, op.α・t., p. 143, Quadro 14; A 

economia brasileira e suas perspectivas, x, Rio, 

APEC Edit6ra, 1971，付表 A-10.

リート｜

この比率

は，さらに高くなっているであろう（第26表参照工

さらに留意すべきことは，チト｜外の遠隔地方にまで

売られる工業製品の内容は，地方の軽工業を需要

者とし，重量比価格の高ャ重工業製品が支配的で

あんうかち，量的な意味だけでなく，質的な意味

で大斗ン－パウロの全国市場の支配ぷ強レと考え

Al:fならないことである。

今日で；ま，iニ販売されていたのであり，

大サン・パウ口の工業製品の販売先

（売上額による推定， 1968年）

草野26表

第28表サン・バワロ rliの就業構造作。）

・ 1950年 I 1966年 11975年予測凶均年予ill.ii

1.0 0.7 0.4 
41.8 :-18.8 30.9 
（泊。｛25.2 {18.6 
13.8 I 13.6 i 12.3 
57.2: 60.5 i 68.7 
{ 6.3: { 5.3 I { 5.4 
50.9 i l55.2 I 63.3 

100.0 

農業 I 2.1 : 
1：業！ 44.3 i 

（製造工業！ {il.5 I その他｜ 12.8 
十一ビス｜ 53.6 I 

（政府 I 4.71 
民間！ 48.9 I 

I 100.0 I 

UlJPJT) Municipality of Sao Paulo, nasic Urban 

l'lan, vol. 1，“Physical and S《，cio-Economic 
Development，＇’ p.166. 

l卒業部門

外 国 3.1
ブラジル 96.6 
＋ン・パウロ川 64.5 
b-c 32.1 
大 サ ン ・ パ ウロ｝ 41.2 
c一d I 23.:J 

（出所） INTERCONS ULによるア Lケート調査に
よる推定。 SaoPaulo, Secretaria de Economia 

e Planejamento, Grupo Executivo da Grande 

Sao Paulo (GEGRAN), Plano Metropolitano 

de Desenvolvi mento lntegrado da Grande 

Sao Paulo (PA1DIGSP), n. d., p. 134. 
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計

イラジルのサン・バ内ロ市は，以上山ように，

工業，商業，金融を支配する全国的メトロポリス

として，重要な役割を果たしている。次に，

ような集中がもたらしている全国的規模の問題，

十ン・パウロ市の工業，商業の集中iこ対応して，

金融機関の集中も著し L、。 1970年に全国 172の銀

庁本店の分布は，北高日7，北東部：泌，南東部107‘

南部1：土中西部7であった。南東部のなかでは，

グアナパラ28，ミ十ス・ジェ

サン・パウロの特殊な地位が明

サン・パウロチト［60,
この

すなわち，地域較差についてのべよう。

(il I ) 企業集中については，小坂允銘 rプラジル

企業』ージア経済研究所目的年など山M!tを参照。

(ti 2) IBGE, Anuario J•:statfstico d，付 lkasil,

I 971, p. 1150. 

（注 3) 1969年の推定株式発行保24,J29日万新クノレ

t：イロのうち，サン・パウロリHの比率は， 53.8%で2

伎のグアナパラ州（20.0%）をったきくひきはなした。
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ライス16であり，

らかである〔住2）。また，同州には，全国銀行預金

i可
ノ官民ぷJ:,5%強が集中してしι。）空史（1(

寸市 1)~フ幸ラジノレの中心的な金融1li＃：；であず J たが

近年i主．地域聞の銀行資本移動全1¥ilド畏する中央銀

千ン・パウロが全国の

金融中心になりつつある（第27表参照）υ このことは

証券市場などについてもいえることである（リ3¥

れの政策の効果もあって，



Ⅵ　地域較差
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均以下のチHは，すべて北東部にある。他方，全国水

準を c.l_ci1る州は，南東部のグアナパラチM(255%), 
羊：較域地1τ 

ランヲ町、チトI(1Hi%）のみである。第30表ーからは，

1907年に，北東部が全同人口の29%、国民所得の

15%を占h 南東部が全国人口の44'X，，国民所得

の62%を占めていることがわかる。

そして南部の南リオ・グサン・パウロチトi〔1お4%),

→T L ・ノ、広誌に；士、

地域較差の実態

ブヲジ 1L-・の地域較差とは，

＇）オ両市を中核とずる南東部先進地帯と浅
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地域較差にも微妙な変化が見られるようになっ

た。第29表で， 1960～67年の期間だけについて見

ても、北東部内部に，住民 1人竺り所得が相対的

にと外した州と低下した小l・ICマラニrウン，パライ

ノ＜， 7ラゴアス，パイア〉が出現している。北東部

の工業化による経済開発を巨さして1959年に発足

したSUDENEの活動の影響や各州の産業構造な

どに原因があると思われるが，今後さらに検討し

たい。

第 29表州別 fl民 l 人＇＇； t）所得

（全国平均に，；：Jt・ ;:, Jじ￥＇.）

t也
チH

19 l, l 9S319571960 1967 
域 主1: ・ye， 年 年 年

北ア < ソ ／ 、 91 67 78】 68; 60 

坦4東＊！こノメぐ ラ － 

65 54 60 56 61 

ラニャウン 33 33 31 341 29 
アヴイー 37 25 28 29i 33 
アラー 44 33 41: 45 49 

リオ・グランデ 53 41 48 571 66 
ラ イ ノ号 43 37 42 54・ 45 

yレ ナ ン ブ コ 63 55 611 60 67 
ア フ ゴ ア ス 4り，11 43! 511 必

)jfl 七 1レ ジ ツ ~、 5:¥ 50 54 55 57 
ノ、 イ ーF- 5:S ,l(i 43: 56 54 

南ミナス・ジェライス
ニスピリト・サン ト

京リ オ・デ・ジャネ fロ
｜グアナパラ

部サ ン・パウ口

南｜パラナ
｜サンタ・カタリーで

部南リオ・グランテ

生｜マッ ト・グロ、ッソ
品コイア ス

1人当り国内総生産
(GD~ lごIレ）

7, 80 s2! ni 犯
!i7 8:l 76i 64 67 

1(川 10l 971 95 99 
330 3081 308i 291 255 
｜叫 19211761178；胤
103 1211 98 1111 83 
101, 90 87 90 88 

1 122 120 125 120 116 

I 19-114 s4 18 62 
46 65 54 55 67 

255 '.2ユ7298 340 395 

Cll＇，所） Werner Baer, lndust川 ！i c:at ion and Eco-

nomic Development in !Jra:::il守 Homewood,Ill, 

Richard D. Irwin, 1955, p. 170; ~1 economia 

brasileira, 1971，付表 A-11, 12. 

（注〕 グアナパラ州は， 1960年まで，連邦首都のリ

オ・デ・ジャネイロ市であった。したがって，サ

ン・パウロ州の 1人当り所得と比較するのではな

く，サン・パウロ市のそれと比較すぺきである。

現在サン・パウロ市の 1人当り所得山 800ドル台

と推定されている。
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第一
国民所得の地域構成（%）

十
県
東
両

11950!:l悶年1960年l即時1967年

I 21 21, 21 21 2 i 151 12 出＇11" 65 I 65 63 62 I 62 
16 I 18 18 18 I 18 
2 I :3 2 :; I 3 

I 100 I 100 100 ]I)() I 100 

（出所〉 ,・1 economia brasileira, 1971，付表， A-10

から計算。

第 31表人口地域分布（%）

部官事部官

4, 3 4 41 4 

京東 35 I :l4 ;l] :m I 29 
43. 4:l ,14 4:¥ 44 
15 16 iメ 18 

丙 3 4 ,1 ；〉 5 

,if 100 I 100 100 100 100 

（出所） IBGE, Brasil, series estatisticas問 tro・
spectivas, 1970, pp. 24, 29 ; Anudrio estatistico 
do Brasil, 1956, p. 25から計算。

第32署覧 サン・パウロチ1-1の経済水準と全国平均
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セメント消費（トン） 1970, 0.180, 0.095189.4 

電力消費1196017,888,958118,345,534 43.0 
(l,OOOkw/h) 1197017 ,340, 15437,672,695 46.0 

住民 l人当り i1960 0.6081, （｝お8235.6
送力消費（同上） 11970 0. 9(i5 0. J98 242. 4 

Ii 動 車 11960 381,767: 1,0仏 間 ！ ぉ5
采府および実用冶li問。 1,0丸山G2,7札前1；拡7

住民 1,000人当 ＇） 11960! 29 .4' 14. 11200.0 
自動車（台） 197ひ1 56.G 29.3193.0 

:1町5 99,074！制，叫 21.5
道路距離（km);1960i 10仏944! 499,550! 20. 6 

19701 154' 925: 1，田町四 14.8

119551 400. 7 54.01742.0 
面積 1,00伽当り 11960: 415. 3, 見 7j71町 .4
道路距離11970；叩2 122・15日 3

(tU所） IBGE, Anudrio estatisti印 do nrasil, 
1962, 1971から計算。
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第32表から，サン・パウロ州の住民1人当りの

セメントと電力消費が，全国水準の約2倍にあり，

その生活水準の高さと，経済活動の活発さがうか

がわれる。道路密度が全国水準の 5倍強であるこ

とから，十乙・パウロ川の7士会資本の者積ボ示さ

れている二同HI外の諸弛方の住民数当りの白動車

台数や道路密度が1960～70年の期間に増加したこ

とは，地域較差が緩和されたま正友ともいえるが，

逆に，十ン・パウロチM内の必要度がある程度満た

されて，そゴ）｛中びが停滞したためともいえよう。

以上のように，サン・パウロ州がブラジノレのな

かでも，ひときわ目立つ丘陵地のような先進地域

を形成してνることが，明らかである Jう～このよ

うな経済較差は，住民の所料水準，租税負担能力

などの要因を通じて，地域ごとの教育，文化水準，

ひいてに‘政治現象にι；業対な問題をつくり出

している（りであるが，本；f~iの範囲からはずれてし、

るので，改めて研究してみたい。

2. 地域較整形成の要因

それで；士、前述した上うな地域較差はラいかに

して， ;If'九立され，維持されてきたのか？ 千ン・

パヴロ市を中核とする南東部先進工業の全国市場

制覇の結果，地方の産業構造は変化し，地方は，

原材料，食料を売り， 1：業製，'ii'iを買わされる同内

植民地イヒさ~；た。ここから， 「サン・ベウロ帝国

主義」（imperialismopaulista）というような激しい

反発も閑 jト;l，るようになってL、る（注1）。イヲデル

国内にお＼ ＇ても，農業と工業の間の交弘条件は，

前者に不利である。また，地方の産業構造の変化

は，その貿易構造にも影響を与え，地方は，輸出

により獲併した外貨（輸人能力Jを，先進地帯に引

き渡す結果になっているの

所得水準の較差は，租税負担能力の差異を通じ，

社会資本形成率の較差となり，また，市場規模の
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較盤ともなる。このため，地方の資本は，収益性

のより高い先進地域へ流出してしまう。さらに，

先進地帯は，その雇用吸収力，高賃金，文化水準

（現実であると虚像であるとを問わず）によって，後

進地域の生産的年齢の比較的教脊技能度の高い労

働力や経営能力をも吸引してしまう。資本，労働

力，経営能力という生産の諸要素の集中は，連鎖

反応的に，地域較差拡大の「悪循環Jを加速させ

ることは明らかである。

主た，第 2ck世界大戦後の連邦政府の経済政策

は，連邦政府所在地（1960年までリオ市〕の属する

南東部の発展に有利な政策を最近まで取り続けて

いたととも見逃せない要因であるc 近年政府i土，

問題の深刻化に直面して， SじDENE,SUDAM, 

アマゾン横断道路（Tran田 mazonica）計画など地域

間延政策を打丸出しているが，現在のところはま

だ，十lざましヤ効果は，現われてL、ない。ただし，

較差の拡大でなくとも，少なくとも固定化に成功

していることは，今後の較差縮少の可能性に期待

乞もたせるものである。以下，較差形成要因を各

二~－1九＿ .l- 勺テ

時l活ヲ ／.;:J0 

(1) 後進地域の産業構造の盗み

1930年以後，ブラジルに国内統一市場が成立し，

国内較差は，時とともにますます拡大した。さら

に， 19'.>0年代iこ，サン・パウロ市の重化学工業化が

完成すると，囲内産業の地域分業が一層明確にな

り，？を進地帯には，わずかに地方市場の需要に応

える消費財工業の存続が許されるのみで，サン・

ノぐウロ市などに食料，原材料を移出供給するとと

もに，海外へも同じような輸出を行ない，移出と

輸出をあわせしはじめて，サン・ペウロ市など

でつくられる国産占i，を入手することができるとい

う体制を押しつけられた。したがって，後進地域

が獲得した外貨は，自動的に先進地域に集中し，
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サン・パウロにつぐ第 2友が！日分類にしたがし、，そのI.二の地域が中間材、原材料，資本財江ど，

内全i五的工業中心地であるグ了ナベラを，「南部」業を回転させヲ維持拡大していくのを山！？る。

良業特化を目郎、九れた後j草地帯の内部には，独

自にその農業の生亭性を向上せしめるような技術

ブラジルとは531Jo)1東部jに分類しているため，

経済（！）実態にf!f]してし、なし、ので，現行方式により，

石川表を作成した。ただし，資料の都（tで， 1967

年；二つL、てのみである。

また，遠距離のためヲ開発の社会的条件がなく、

先進地帯主、 c，円技術波及も十分に行なわれないコ

、〆サ大すでに見た上ら；二‘ 4 ン・パウロ，IHでは守
現行地域分類による地域別産業構造

U!色城所得の産業構成1967年，ちら）

第34表

北部北東jf¥＼南京郊南部中凶古I¥

45 
6 
10 
.'i 

お
11 
1 

14 

100 

cu；所j A ea川 οmia1,rasileira, 1971，付表 A 11 

からロi算。

(/l]i-i)T〕＼Verner Baer, Ind叫 ri,di:zationand E印 ！／01//1(

D. Irwinぅ 1'.1日、］ヲ 171，付表 A 11か：＼，；！算。

c;主） ヰ こC'j @J~bl' 1J1は，現行と異なり．必ずしも望ましくないが， a次資料の入手困難のため，やむを得ず採

目したζ ；｝lfiわえとの走-'r（；土，「北京郎J,.東古，u，「南部jにある。 I 花束部jは，現行の北東部から，セルジ

ソぺ， ぺ fアを除いたもの，「東部 は，現行の南東部に上記2HIを.bllえ，さらに，叶ン・ノJ：川マを除L、たもの，

ー南部」；土可現行のliHfllに｜可 r:1刊を力［！えた主のである。

判 LY¥:i土木；立苫'-fl.など公共'ff＇.におよび主主 CJ＇.業会合む。

色，＼9
14 
斗

．予

10 
],1 

1 
8 

100 

15 
29 
u 
7 

9 
H 

10 

100 

40 

14 
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8 
1:-l 
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10 

100 

22 
15 
22 
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10 
13 
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11 

100 

農業
L 業
向 業
運輸交通

金 融
その他サービス業
i也 11:: 家賃
政府

業再一

ノ；内口仁；｛l山！誌がJ士大斗るのみならず，，IHI勾各i也

また，農業（li本も

て業の技術i度及効

に中小工支セン 1 が出現し，

多角化とと~）；二、機械化され．

すなわち弓；G;l也的な工業化果Ti＇「）思定：を受けたー

の波及効果は、近接地でのみ大きく、通隔地計士、

マイ十スiこ働〈と L、う二とがむし 7),，］、さ L、か，

できょう円

~13表元通「，，地方所得に占める工業のシェアー

を a貫して；はめてきたのは，サレ・パウ口十IIを0

む「南部」だけであることがわかるc サン・パウ
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貿易、商業による資源移転；欠表からも確認される 第：1:1ロの特殊7'.,.i&.i＼＼主；:r,
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北東部を例；ことぺて‘ブラジルの後進地帯から

先進出帯、の資源移転の Jカニズムの一部である

貿札市主による地域較差形成山説明を行ない

たい一二／） 間也に，， ＼、て；土，ベイアーのずくれた

研究 '' 日': が;r：、る『γご‘かれの成果を手ljq1 Lてお

ノ

輸入ti::ちこ工＇，t化ぷ＞j品rn.において，タト民工業担M,

に丸f 計る｛点差問問；~'. l立定されると『後：生地帯i土ー

国内先進jtl_lii( ,i I比較的高仰な工業製品を購入する

こと士余情仕〈され、原材料と不等fini交換を行な

第35表北京frl;Iii i 111以j♂1外国民）／j¥lH,',:: ] 1)(1ドル）

ん,,, 山 1倫 A f 0；収支

l'H内 1'17 ,Ii 9:-l.2 i什1.4 
］リJリ t:il II 1()1).:; J川山.＇.，.門' 

l'lSIJ 17 1. l 8fi.CJ 対7.2
]%1 llJ7. Ii 166.,J :ll.2 

19:i2 114.,, 17:1.8 らメメ
]9;,:3 ](iC1 Ii %.l内 71ベi
19.~1 コ：-i.,.l 86.9 148.S 
lリ55 二；-l8λ 81i.2 lふ2.:-l

EJ:ili l li'.-l叫 97.7 1;,;_2 

1%7 三12.l 131‘9 80.2 
1'-J:,8 三lli.l 91. 4 1:01. 7 
l'IS'J コlli.I 79.:l J:Hi.日
19!iil 日s.:-i Hi:2.•1 

1 %丙 S:2.，.コ :mG.n 21リ2
]'169 fi:J:2 l :tlri.5 :2%.G 
197() 171 1 :2:¥5.9 :235.:2 

(,'JJ「行l 1CJ11, I %O'Fフ＼Verne仁 Baer,ltれlust,iaf，二
zatiun and E,011ο川 i,・ Decelu/nnent in JJrac;:i[, 

H円mewoocl. Ill., Richard D. Irwin, J(lii5, p. 

17ろ、 1什内向 l勺70；干ぅ rn心、ぷlnwi 1 Jυ Estatiげi,ocl.け

nrasi!, l什7l、p.:2'1.,. 

第36表 十／・パ！？口川のタト凶t'i ＇·~

（単位.10作万ク’レゼイロ）

’J斗
l 車市 iU I翰i

ドル換算
入 t":i~tt.：文（ 10(1 l:i :; ,1,.) 

1%8 I 
JC)“リ
Iリ7()

2, 1：ベ7 :l,S60 
九唱 1JS . 4, 72S 
1川日1 ｜ β.12[ 

4:26 
:¥97 
')]l 

1,:n:, 
1,607 
2‘4ti7 

C也子完） rn1;1：、 _jl11116rio estatfsti,f》 do J/r,1si1, 

1971、1'・ 29.3. 次に， l司内地成11¥1の交易；こっL、て見

ると、 J七時〔；＇(ii([II子1W)i士、 l1，；有｛（f,（「；；東吉E十qι
百苦｜；ノ）に対L、f ）わに大rt司な入起を半日？てきた（写7

'17表参照）
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第37表北東部の中南部に対する交易

(lp.佐： 1的万クノレゼイロ）

干名 出 W,
交易 l/ll十えドノレ~~算

入！（100万円レ1) (100万 F.ル）
ゼイロ

J9.t8 4,069 日，541 1,47'.! -5,1,519 
1949 4，五79 6,6,lO 2,051 /i!i, Hil 
19β｛｝ 5,349 7,141 1,792 51,30:{ 
1951 6,84:l 8,298 1,455 48,5fX) 

1%:2 li,6品7 fl, 159 1,47'.! 44,606 
19ら，t 7,975 lfl,79:2 :2,817 fi2,6()() 
l!-6-1 10,804 12,871 -2,067 :-l4,450 
]955 l:l,495 16,477 -2,98:2 :-1x, 727 
19らIi 19,815 lリ，692 15:1 1,821 
19ら7 17,892 :21 ,078 ヨ，I自fi 44,250 
19らド Hi,878 22,7:J:.? G，自54 4G,4fi0 
1%9 :21,857 2fi,li99 -4,84:2 :-l6,406 

(/11所） Banco do Brasil‘Re!atorio など， Baerの

fr支；こ上るo oj’cit, p. 176. 

第38表質お，商業による北京市lから中南部への

資源移転

A B （； A・ ・C 

-q：‘ l北貿h東同外部貨の 外U数商跨貨郎'f.(のIAxB 資源f字転額

得(100 製力m 11)() 
(100万トソレ）アj ドル）

1948 104.4 10り 104.4 （｝ 
1949 :,2. 7 氏2 26.8 5.'J 
1950 出7.2 72 h:2.8 24.4 
]951 :n. 2 74 2:l. l 8.1 

1952 
1953 74.3 65 4丹3 26.0 
195,1 M8A 66 97.9 50.5 
1955 15:2.3 77 117.:l :-l5.0 

1956 Gβ3 74 49.1 17.2 
19:::;7 1-l0.2 (i,4 51.:1 立民9
1958 151.7 5] 77.4 74.:l 
1%9 1:¥(1.8 57 78.0 58.片

1960 162.4 ,18 78.0 日14 

( LL!Pfr) Baer, of>. lit., p. 178, Tables 7-12, 1:-i. 

(i主） B （外貨の中i卒rn11製品購買力指数）は， 11::の
えでii算された。

フ・clジルの輸出価格指数

卸売物倒i指数×交娯率指数

b.：，，ゐをねない。したがって，国内交易におし、て，

後進地域i土、移入超過になり，それを補うために，

輪出で得た外貨を先進地帯にひきわたさざるを得

ない3 為持交換率が，先進地帯に有利に設定され

ていゐので，後進地域の外凶からの工業製品輸入

のコストはますます引きtげられるのであるc

以上のような理論に基づいたベイアーの実証研
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究を最新記計によって補足してみると，少たくと

も1960年頃までは時の経過とともに，後進地域か

ら先進地域への資源移転の規模が拡大してきた。

まず，北東部の貿易は，歴史的に，ほとんど例外な

し出超であった〈第35表参照）のに反し，サン・

パウロチ［，／ v）そjlは，入超であペコた〔第36ll侵入

第38表がら司貿易，商業を通じ北東諸から中

南部への資源移転円規概ポ年々拡大してきた三と

が明らかである。

(3) 生産的人的資源の集中

地域較鑑を反映するかのように，後進地帯から

先進地帯，＇，人 r1の移動が行なわれるが，住民 1人

当りの見域較差を解消寸るl王ど大規模に行たわれ

るわ；7ではなく，むしろとの際，生産的人口（20-

60歳）で技能教育度の比較的高い労働力，経営能

力が選択的に移動すると考えられる。この結果，

地域較差（T)拡えが助長されやすい。

サン・ノξウロチ1・I；土，大ざっぱにu、って，コーと

ー輸出経済期には，外百移民を受け入*1，輸入代

替工業イヒ期に（土，国内の後進地域からの内国移民

を受け入れてきた（第39表参照）。この転換の要因

は，ヨーロッパの経済水準の上昇とサン・パウロ

の全国的メトロポリスイヒの進行，それL平行する

交通通｛己の改'fl;,；で！おる。第40表からも，大体の傾

向が明らかであるポ，厳密には， H国移民が外国

移民を数で上回っ売のは，サン・パウロリーMで1934

年，市内で1928年であった（注3）。これらの内外移

民が，サン・パウ口市および川｜の人口増加とブラ

ジノL園内？の人口集中i二貢献したことは，明らか

である。 1940～50年， 1950～60年の大吋ン・パウ

ロの年平均人口増加率ぼ句それぞれ，5.4%, 6.0% 

であったが，そのうち，移民流入純増加率は，そ

れぞれ， 4.0ィ冶， 3.8%であった。すなわち，人口

のn然増による増加率；土，わ子か1.4号らと2.三%で

あっfι（注4）。

このような内外移民の継続的涜入が原因となっ

て，サン・パウロ市および州の人口においては，

生産的年齢層の比率が他地方と比ぺて，出く保た

れてきた（第41表参照〉。このため，サン・パウロ

市なヤし大サン・パウロの工業は，豊富な労働力

の供給を受け，相対的に低い賃金を支払ってきた

第39表 サン・パウロ州への外国移民と内国移民
(1820-1960年）
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第40表 什ン・パウロへの内国待民の出身チ1-1構成（%）

1H 1§41- I 1947- i 1962-
1946年 11952年 19(i6年

北I~ ＇. ；レイジ三
1アラゴアス

東lペルナンブコ
1ノJ ライノξl

部下オアヴl
告i
そ｜壬ナス・ジェラ｜
のiイス I 
他！その他’

計i

34.1 
,L l 
8.9 
8 6 
1.2 
1.0 
8.4 

39.4 
~!. 7 
10.2 
11 4 

20.9 
2.7 
6.1 
札0
1.1 
2.3 

26.5 

（出所） Sao Paulo, Departamento de Imigrai;iio 

e Coloniza吾iioの資料， Municipalityof Sao 

Paulo, Basic U 1・banPlan, Vol. 1, p. 403.一部

計算の誤りを訂正．
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第4B受 サン・パウロ「lTC〕生産的年齢入ij （サン・

パウ口付iおよびブラジルとの比較，%）

1187218!}() 19（ゆiifao194019忌019601966

－一一 J J墜し年＇＿ j::-1盛年一年年；停
サシ・パウロ市 I-! _I 斗ー153.1!55,953.21 ー
サン・ノζiヤロ州 14自＊s.1!42到39.844.1146. 7 48.5;49.6 

乙三三二レ.I,,,,__ I ーユ~L--:=l'.:2・千二日戸l__ 
（山所） Olavo Baptista Filho, ＇‘Alguns aspectos 

demoρa.ficos na evolu~ilo do desenvolvimento 
de Sao Paulo," em J. V. Freitas Marcondes e 

Osmar f》imentel,eds., Sao Paulo, Sao Paulo, 

Livraria Pioneira Edit凸ra, 1968, pp. 47, 50‘ 

IBGE, Anudrio estatlstico do Brasil, 1971; 

Sao P叩 lo，βasicUrhan Plan, ＼アol.し p.102.

と考えられる。

また，計量的：c:JE握が困難ではあるが，後進地

帯の優秀7土研究，経営，行政能力などが，国内留

学などの経路で，サン・バウロ市など先進地帯に

集中，定着することの経済的影響も見すごしては

ならないであろう。

それでは，国内移住がなぜ生産的労働力の選択

的集中をもたらすかという問題を考察したい。開

発途上［J］＇ニお u、て［ま， 仁主化はう特定地域か i")l¥ll 

始されるが，都市化は，必ずしも，各地域の産業

構泣や工？に化水準とは関係なく，全国一律にとい

ってよいほどの速度で行なわれうる（第42,43表参

応）。これは，各J白域のノ人口に占める都l行人口の比

率，についてのみいえる三とで，都市の規模につい

ては，その都市の経済的機能が関係するがら， iミ

大都市t土，先進工業地帯の中心としてのみ成立し

うることはいうまでもない。地域間の産議構造や

都市の機能の差異iま，むしろ，都市住民の就業構

造や失業率に影響を及ぼす。一般に，後進地域の

都市でt！，第三次産業，，の過剰集中があり， iロi時

に失業率も高い（第44表参照〉。このため，後進地

千frt.i為ら先進地帯ぺの国内移住t二おいては，必jし

も農村から直接サン・パウロ市のような大都会へ

と：ィ、う経路で移住ポ行なわれるのでない〕まt=tf 

ラ0

なる所得較差よりも，雇用機会の差を通じて，比

較的自由な立場にある青年男女，また先進地域で

雇用を期待できると自他ともに認める，ある程度

の教育技能の保有者が多くなるのである。

第42表ブラジノレの主要都市人口と噌加率〔単位： 1000人）

whv 

初
打
M

I I I 11940-

,tr ! 1940年 J 19昨 i1960年川崎iz;j;i
I I ! I ・率%

206.41 2:i5.0 4此 2 6弘 5::n1.2 

1so.2: 210.2 514.8 sn.7, 484.2 

384.4' 524.7 797.2 1,084.4' 282.1 

ベレンi
ブオyレ I 

タレーザ｜
レシブ且！
サノレグァ i ドノレ！ 290.4. 417.2 655.7 1,027.1: :l53.6 

ペロ二オ引 211.41 352.7: 693.3 1,255.41 593.8 
ソ／ア。

ジャネイロ！日4.2：幻77.5 3,307.2り 15.7!244.6 
リオ・テ・ i 

サンム，7" J 1,326. 3[ 2, 198. 1 3，凶4：叩8.91450・7

クリチーパ 140.71 180.6 361.3 624.3 44:1.7 
ボルト・ i ' 

272.2 394.2. 641.2 903.1 331.7 
アレタレl ｜ 

全国人II141,2:JG .3!51,944.4,70, 967 .294,508.5＇.幼 1

（出所〉 IBGE, Anudrio estatistico do Brasil, 
1971, p.42から抽出，ー十算。

第43表地域別都市人口増加率

年 i帯平均増加率（%）
地 域

1940-1950年 1950-1960年

4.0 7.3 
3.4 4.9 
4.0 5.2 
3.9 6.8 

ブ？ラジノレ｜ 3.9 5.4 

（出所） IBGE, Centro Brasileiro de Estudos De-
mograficos, Estudos e andlises, num. 2 (1969), 
“Distribui,;il.o espacial da popula,;ilo do Brasil，” 
por Manoel Augusto Costa‘p.16. 

筋44表 ブラジノレの3都市における偽装失業および失業

(1950｛子、？右）

分 サン・ l ベロ・オリ サノレワ、ア
パヴロ市 ゾンテ市 ドール市

類 ｜男性女性j計 i弛女性計男性女性計

偽装失業 I3)15.91 6.6 3. 7侃 614.57.4140.7i肌 5
失業 I9.6: 9 .2 9. s 13.312.012. 9,11. 215.5114 .6 
就業 i87.1'74. 9'83.附 .050.4;72.6178.:,43.867 .9 

計 1100.0即日 l川 100.0削 100.0川 I100.0削

（出所） Lopes, op. cit., p. 23, Quadro VIIを裳現。
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1959iF；ニ St:DENErSupcrintcndencia do Desen-

volvimenlo de Kor必山 ；！と東部開発庁）が設置され

連邦政府川地域較差是正政策の影：ζ

連邦攻府（土， 1950年代に大規模な工業化促進政

策を提mし司結果的には，地Ji,長較差の拡大を11力け

(41 

かなり地戚開たのをはじめとして，連邦政府は，

この場合において

も，政府は，i直接介入によって，インフラストラク

チャーを整備したり，農地改革を行なったとする

よりも，適度の訪問を与えることにより民間資本

しかし，発に力を入れてきた乙さらに，

先進出j支のイシ寸弓ミトフケ手ャー形成のための

支／！＼たど，

た。貿ぬ為替政策や輸入の事前許可制、

十ン・ペガロなど、特定地J兆円前工業fヒ

を助けるたf，にとらjLた政策がJfil(Tl;lJJ;＆を武田化

政策の特性と限界があるように思えるのどが，今

後，杭を改めて研究を深める必要を感じながら，

SUDENEの事例を依存見することにより，近い将

来における地域較差縮小のi,J能性を論じてみる。

SlJDENEの基本政策は，先進地域の個人およ

び法人連邦）fi1：｝ェ税確定額の最大50＇；らまでを 1;;J庁が

認可十る民間企業の投資：70ロジェクトに投資する

その地域開発を議！JW.しようとしてきた。え［jj'訟のベイアー

フルクード♂〉い

したというフルケー；ふ吋旨；向；;t'

しかし宅首t＼ーできる二司tからも，

「f)lf日j泊u-e,:f見卒7ハ了市1士rJJt；こぷ、－ ＇、一》 p

) d、νjt、一、

1斤n水i笹山iliし＇fl!JJ也J：実にとっては－－‘一、、 1，、
〕」三三三～ lTこjこ／）、

負担が）：きかった いi工G; !:: ＼勺＇］ f実はない（第

ブラジル山工業化；土、それほど主でに

計阿（ヒされたもじ）でなく，初日tq，土，柏入能力の低

下に吋応して、徐々に進行し， 1950{f-代になって

451こす：！日）

ことを;,k｛＇ドに免除することにより，先進地域か九

後進地域の典型である北東部に資源をと移転し，

；り，Ji♂｝誘因を設定L，内外資本を声合；ろて比府方：，

］二

業化を含めた総合地J戎開発を行なわんとする ιの

君}j貝して行ιト、たものである。むしろ， j}J家の経

済続出；jがお：主り強くなかったから，地域較差，産

業問較デ亡、下士会較主古ミ今のように拡大したともい

えよう。

吋 A、子’、,1) ＜；.。

しかし，実際に；上， 19ぬ～G9年の10年間に，長

官，＇）支持がひんぱん（ β人〉に行なわれ，そのたび

十分な効果に， iたた投資ms門が変わったりして，

工業重視の方21がどがあがらなか，）た。初期は，

工業関係、の企業デロジェクトは，ほとられjこが，

んどがーインフラストラケチャーの発述したパイ

べ’L十ンワ、こゴ，セアラーの：H十！の主要都市にノラ

むしろ，北東tfl＼内郊の川和Id自の較差去三ドして，

一主r ,- ;..-
c', f_) ，『

導入された工業企業の数が少なかー〉たうえに，民

間資本Jη収益性の論理かん，資本集約的な工業が

あまり効果がなか、雇用問題の解決；二；土〆手ιr
y '' 

r正j告の地域全体

甘， 7
Y.:¥ 
~.7 
リーt
Hけ

JD.'> 
10.7 
11.4 
lO.l 
JO. l 

10. 1 
11.5 
1九｛｝
1r,.4 
1-1. 2 

北京rn1，りJ車九；mrr;H,ii血iI元町［与に戸川｝る
j車対；f；じのjl_::{:, '¥,) 

第45表

7ta 
pJt 

一

i

や農村と都・1ドのt/ilの較差の拡大を助けた。

〕1T

4.9 
4.九

4‘4 
4.1 
:¥.9 

:', ;J 

J.5 
:u; 
2会日

:u; 
:i. （み
4.G 
：：.ι 

戸l』 t

］リ日λ
1%4 
1 り ci.~

l¥lcifi 
1%7 

1'.15片
)li:',(I 
]CJ,i() 

j（川1
l'lfi:2 

l叫6:J
Elり4
]l/fi:, 

1り61i
1%7 

た。 19凶年か「〉円.IO年間に 57'2件のプロジェケト

が認可されたが，

わず；ぅ、B万人でふ pfこ。 1965年からは，雇用自l]iL

それにより創出された雇用は

予工

APE(二C/1¥日〕，1 CιDtwmia hrasileira, Rin, 

日71，付表A-10, F-2から計算。
(it) 二の北東部は，新分類による。
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の見地から，はじめて農業に力点がおかれたが，

民間企業による投資プロジェクトは，近年とくに

目立つ傾向として，工業の土男子？と問じく，省力的

な牧畜lこ集中した。これは，現政権下で，農村問

題に主jし，農地改革よりも最ffi；賃会法の農村への

適用と L、う解決が重視されてし、るためでもある。

もちろん，SUDENE自体が現在では，上のよう

な弊害を認識し，その基本計闇（IVPlano Diretor) 

で指摘しているほどなので，政治的条件もさるこ

とながら，今後多少の改普を期待できょう位6〕。

結論的にいえば，連邦資金内大規模投入により，

f宇部門のインフラストラケヰャー改苦および農地

改革を前提にしてこそ，民間資本山jfl方式も有効

第46表 SUDENEが認可した投資プロジェクト件数

。｜、l別， 1969年6月末まで）

外｜ i工業 l 農牧業

ベノレナンブコ｜ 195 i 48 
パイア I 109 I 25 
セアラ I H川 24 
北リオ・グランデ｜ 川 8 

ライノξ ！ “7 54 

ア弓ゴアス！ 日1 ' 5 
セルジッベ I:! i 2 
ヒアウイー ]2 【 11 
マラュヤウン リ ' 7 
ミナス・ジェライス 14 I 29 

百十 I s12 I 213 

（出所〕 SUDENE, IV H刷。 Diretor,Estado de 

Sao Paulo, 1969年11月13日に引用。

第47表 SUDENE認可の以資つロシ F クト件数

（年度別）

年 工

]fJ1i1) 
1961 
1962 
1963 
1964 

1965 
1966 
1967 
l fJliパ
1%叶（ti月まで）

「／H所） Loe. cit. 

ラZ

22 
19 
51 
57 
52 

59 
81 
155 
149 

；創出された
業民牧：I'.;i；農牧業雇用

2 200人
11 l‘100 
52 5,200 
ilfJ 8，伺O

200 C>：」 5,900 

になり得ょう。 SUDENEプロジェクトへのサン・

バウロ州の反応は印象的であり（注7），この方式は，

補完的な政策があれば大きな効果をもち得ょう。

(/!: l）“A Jenda do imperialismo paulista," Es-

tado de Siio Paulo, 1970年lOJJ17fl u，サ γ ・ベウロ

似点ιむの）え.，，；，を述べている。

（七千 2) ¥Verner Baer, Industrialization and 

Econonic De-i’elopment in Brazil, Homewood, 

Ill., Richard D. Irwin, 1965. 

（注3) Eunice Ribeiro Durkem，“Os migrantes 

nacionais，” en J. V. Freitas Marcond凶 eOsmar 

Pimentel, eds., Sao Paulo, Sao Paulo, Livraria 

Pioneira Edit品ra,1968, p. 57. 

( I): 4 ) Universidade de Sao Paulo, Instituto de 

Pesquisむ Economic出の調査。 Estado de Sao l'aulo, 

l<J7(H 5 !J24日， p.60に引用。

（｛：二＂） 犬j原美範編『プラジノL －経済と投資環境』

アジア経済研究所 1972年 404ページ。

（注6) Estado de Sao Paulo, 1969年11月13日の

記事など。

（注7) 1969年に，2万6500人により計2億9000万ク

パゼイログノ投資が行なわれた。 1970年には、 4万3000

)dーよる，4ffJ7000万グノレゼイロが児込土 jl f: " 1':stado 

de Sao l'au!o, 1970有三8月9日ι

VII サン・パウロ市の都市問題

1. 人口動態

サン・パウロ市がブラジルの経済的メトロポリ

スになった1930年項から，同市の人口士郎土、全国一

でブラジルの経済発展の関数になった観がある

（お18友参照、）。そして，大サン・ノ、ウ口工業閣の形

成ι平行して，その人口も増加して，サン・パウ

ロ州、！の全人口に対する比率も増加してきた（第49表

参照），サン・パウロ市庁の都市計画は，州内人口

に占める大サン・パウロ人口の比率を予想して，

1970年に44.9%,1980年に51.5%,1990年に55.3%

としてL、る川口。第2章1節において，大十ン・

パウロ J）仁業i土，チ1・i内に拡数する傾向があζ，と述
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第50表サン・パクロ州内の都市の増加

都市数 1都市人

'1940i950}96()' j i 
規模 1 : 1940年 I1950年 I1960年｜年年年 I I 

1000人以下｜ 23: 491 861 23,4321 35,1811 61,045 
1001-5000 I I I I I 

人 I152 205! 2461 360, 1101 458, 814J 584,327 
ぽ）01～200001 ' ' I I 

人I691 s11 1241 631,459J so9,64s11,242,4s1 

20001人以上116¥ 28¥ 4711,915,876¥3,248,454:5,917,585 

｜刈湖iiso3'.2,93附叩2,ogh,80悶 4
L I I I 

〈出11r) Pasquale Petrone, ＇‘A vida口rl田napauli-

sta，＂号 m J. V. Freitas Marcondes e Osmar 

Pimentel, Sao Paulo, p. 264. 

口

べておいたが，第3次産業機能をもっ大都市の人

口増加率ポそこの工業成長率をよ二える二とは，か

なり一般的な傾向であり司必ずしも矛盾する現象

ブラジルの場台それは，とはいえない。ただし，

スラムな！：：＇の都市問題をます主す激化させる可議

性が強い。

サン・パウロ市と州およびリオ市の人口

増力ii(1900年二11の）

第48j疑

サン・パウロリ＋｜の人口都市化率（%）

! 194() 195() 1960, 197()¥1980年1990年
！年年平年（推定）（推定）

都市サン・パウロ州 144,1152.5,62.881.3!77.1 I 82.0 
人口iブラジ川31.2i36.045.055.8:, ¥ 

農村サン・パウロリ十I!ss.9[47 .5137 .2!is. 1j 22. g 1 1s.o 
人口ブラジベ68.864.0,55.0,44.2 

く出Jr) IBGE, Anudrio estatistico do Brasil, 
1971, p. 44; Sao Paulo, Basic Urban Plan, 
Vol. 1, p. 84. 

第51表

ン・パウロ市サン・パウ口州リオ市｜ブラジル

100 I 100 100 I 100 
241 I 201 167 I 175 
557 ' 314 257 I 236 
916 400 :313 I 297 

1,175 568 ：；代『！ 406 
2,643 778 614 546 

（出所） 本稿第 I部第9支から，，十昇。リオ市につい
ては， J.R. de Araujo Filho，“A popula~iio 
paulista，＇’ em Aroldo de Azevedo, ed.、Acidade 

de Sao Paul什， S五oPaulo, l¥acional, 1958, Vol. 

II, p. 169.なお，本稿第I部第10交の年平均増加

率は燕りである。
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都市問題とファヴェーラ2. 

今世舵初頭わずか24

万人であったが，今日では 600万を越えている。

この原問は，急速な工業化により， ji:,J市がブラジ

ノレの全同的工業中心地となり， その波及効果によ

る経済文化水準の孤島的な突出が，全国の後進地

ー、ー

のように急速な人口増に，都市的発展の重要な要

素である社会ザーピスポ追いつかず，先進国とは

異なった次元で都市問題が深刻化している。すな

わち、部市性（urbanism）をともなわない都市化

(urbanization）のばく進である。

この都市問題は， j主体的には市内全域でみられ

サン・パウ口市の人r:n土，

域からの移民を吸引したことである。ただし，

ガス，篭話，交通，運輸，住る上下水道，電気，

宅などの量的，質的な不足である（第52表委！の。

これらの社会サービスの不足は，問題の

53 

そして．

第49表サシ・パウロイNの人！！と集i:, r王（%）

瓦中の内容削年1950¥11960年

サンノi勺ロ市 たサン・ y、ウロ 日4.7 氾 6I 77.4 
大サ1 ・ペウロ 直接勢力圏 , <io.2 ¥)2.9 I 91.4 
直接勢カ圏／サン・パウロ外｜ 24.2 31.3 I 39.1 
サン・イウロ州／ブラジ yレ ¥ 17.4 17.6 l 18.3 

（出所〉 Sao Paulo, Basic Urban Plan, Vol. 1, 

p. 79. 

（注〕 D~：接勢り回とは‘生活圏である大fーン・ノ J ウ
ロにアチパイア，ジュンディアイー，サン・ロケ
など内陸部グJl6の郡（ムニシ L0,1－）と千ントス．
クベ 7ン， hアノレジャーなど；η：.？部の 8l!~を力II え

たものをさす。

大サン・パウロの拡大と内陸部での軽工業の普

及に対応して司川、｜内tこ主！？都市が出現L，かっそれ

らのうちでも大都市が急成長したため，大サン・

バウロの人口増と相まって， j,,J,JHの都市化E容を全

国水準に比して，著しく高めた（第50,51表参照〕。
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i従集点ともいうべきス弓ムに集中している。した

がって， '/ff,$問題をフ rグェーヰ（faveh）と呼tま

れるスラムによって代表させる ζ とができょう。

%52表十ン・パウロ市の上下水道の増加手

（上下水道管延長距離の期間ごとの憎加率）

日
水
道

人
下
水

1940 --
1950年

65., I 
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39.8 

( /li所） Rattner, op. cit., p. 96, Quadro G. 

十ン・ペウロ市のフ rヴェーヲの形成要因は、

ブラジルの他の大都市や他のラテン・アメリカ諸

国の都市の場合と同じである。全国市場の形成と

ともに，前章でのべたように，労働力の先進都市

への集中がおきたコこれらの労働力l丈都市の工

業に豊富な労働力を供給したのであるが，ブラジ

ルの工業が十分な雇用岐収カをもたぬためく注2),

サン・パウロ市の周辺部に，膨大な半失業人口，

文字どおりの周辺的な住民集団が生まれた。とれ

が、ファヴェーラの発生の基盤である。

すでに述べたように，サン・バウロ州全体の経

済水準も上昇して司地方都市の軽工業化も進んで

いるので，いったんサン・〆ウロ市に集まった内閣

移住者のかなりの部分じ守改めて、内陸部にむかう

傾向がある。しかし，サン・パウロ州の農業は，

工業化の波及効果を受nるほかに、最低賃金法の

ため，高度に機械化されつつあり，都市の工業と

同じく，雇用吸収力は，背iこ比べて低下している。

このため，スラム化現象（favelamento）が，サン・

ノ：ウロ1行のほかに，州内全域の都市にひろがって

いる。最近の調査によれば，サン・パウロ州都市

人口の 30%, 200万人がこのような周辺的人口と

されている。大サン・バウロにおいても，この周

辺的人口の比率は， 30%強である。そして，注ロ

ラ4

すべきことは，ミの周辺的人口の約70%が内同移

民出身者で占められているという事実（第53表参

照〉であり，地域較差という全国的問題は，最先

進都市とその周辺にも，姿を変えて，出現してい

ることがわかるのである。

第53表サン・ノ；ウロ外！内都市の周辺的人口とその

なかの内国移民出身者（%）

I s都市者Bi行の周辺
地 方都市の周人口｜的人口内の

ノJ l辺的人口l中の｜内国移民出
I i% ｜身者の%

大 サン・パウロ I fifi8，湖［31,8/ 77. 0 
カンビーナス.270,591126.9! 76.8 
リベイラン・ 70 レト I222,914148.f 83.6 
7＂レジデンテ・プノレデンテ I1ss, 736!54. s 85.s 

サン・ジgゼ・デ・リオ・プレト I14s,016l31.2 ss.s 
ソ ロ カ ノξI124‘403123. 7: 73. 0 
ハライパ渓谷i11~ , 291125. 0 Sil. 5 
アララクアラI92,s2022.1 75.9 

アラサトゥパI92,szoiso.。I 83.4 
ノミ ウ ノレ -I 7お，154116.,l! 77. l 
マリリアI53,51815.2: 86.fi 
リベイラ渓谷I1s,o,9肌5i 73.8 

計 l抑，052,288:

〈出所〉 Funda,;ao Plano de Amparo Social，“Le・ 
vantamento s6cio・economico das popula,;oes 

marginais do Interior do Estado de Sao Paulo，” 
Estado de Sao Paulo, 1970年間30日，pp.31,32 

tこ引用さる。

大サン・パウロの都市問題は，一つには，都市

行政の立遅れが原因で深刻化している。すなわち，

サン・パウロ市当局と周辺部市町村当局の聞に，

連絡が十分でなく，経済的には，いまやー構成体を

なしている大サン・バウロ工業国に対応する広域

行政を行なってこなかったのである。ただし，1969

年，州政府は，下水，塵芥処理，各種公害汚染な

どの調査，監督を行なう基本衛生技術センター

CETESB (Centro Tecnol6gico de Saneamento Ba・

sico）を設置したほか， 1970年には，州政府経済企

画局内に37の郡代表を集めた大サン・ノミウロ行政

委員会 GEGRAN(Grupo・Executivo de Grande 

Sao Paulo）という自給体の政策調整機関を設置し
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て，綿密な調査に基づく統合都市計閣（Plano

Urban。In旬日rado）を立案，発表しているε したが

って，局地的な対応来ではあるが，徐々に解決が

はかられているといえよう。

しカミし，繰返し強調するように，との問題は，

本来全国経済の問題であり，したがって，その解

決は，地域較差の是正，すなわち，賞閑地帯の総

合的地峨開発でなければならないであろう。また，

サン・パ内ヮの工業にとっても，圏内市場の限界

が感じられ，輸出にその解決を求めているのが現

状であるから，大サン・パウロの軽工業の大部分

は，地方に移譲して，地方との聞に，工業の重軽

両部門の分業体制をぺくり出し，あわせて，地方

市場を拡大した方が有利な選択といえよう。

3. 社会政治問題の潜粧

サシ・ノごウロ市への内国移民の流れは，当然，

岡市住民の人種階層構成などにも影響を及ぼし

た。最も注目される変化は，サン・パウロの「ブ

ラジル化」である。今世紀初頭まで，同市は，「イ

タリア人の町」と呼ばれる［まどで，ブラジノレの中

では飛び｝也のような存在であった。 1894年の統計

によれば，市内の外国生まれの人口は，ブラジル

人人口を上回っていたのである〔注3〕。移民やその

二，三i止の丈化変容とともに，移民の後続部隊が

少なくな ；） ，内国移民が大量に流入してくると，

かつてのコスモポリタン的な特色は，急速にうす

れてきた。それでも司 1D初年に，市内にはうるもの

外国人が生活しており，日本人が珍しがられるこ

ともない。サン・パウロ市の異様な活気は，多様

な文化のぶつかりあいから生まれているのではな

いかとも思えるのであら c,

以上の上うなサン・パかロ市の「ブラジノレ化」

は，この都市の社会関係や政治現象lこまで大きな

変化をもたらしつつあるものと思われる。この間

第54表ブラジルの4都市の住民のなかの外国人

の比率（%〕

i五五文｜国籍不明
r "・" I o.o, 91.12 I 0.03 

99.13 I 0.00 
94.80 I 0.02 

（出所） Bank of Brazil, Special訓 thAnm,uer-

sary Publication, Sao Paulo; Sao Paulo, Basic 

Urban Plan, Vol. 1, p. 404に引用。

題も，鶏を改めて研究すべき問題であるが，ここ

では人種階層関係に焦点をあてて， 1964年以後の

軍事政権下のブラジルの政治省と革考察する予備作業

としておきたい。サン・バウロ市がブラジル全国

の経済メトロポワスである以上，との都市の問題

は，必ずや，全国的な性格をもつはずである。

本稿第 I部で述べておいたように，サン・バウ

ロの初期工業化の時代の工業労働者の過半は，外

国移民であった。そして，今佐紀初頭Iこは，早く

も，移民出身の企業者が出現していた。公共初中

等教育が皆無に近く，奴隷制廃止（1888年〉後まだ

日の設かった当時のブラジルで，急速な工業化が

提供した経済機会を独占的に享受したのが，ヨー

ロッパ系の白人であったことは，当然であった＠

日本人が移住してきたころには，かれら先着移民

者の地f立が確立しかけていたし，日本人移民の農

業志向は，かれらを都市にのみある経済機会から

遠ざけていたのである借り。

1930年代以後十ン・バウロ市に定着した内田移

民は，かつての外国移民と同じしまず未熟練な

いし単純肉体労働者として就業し，社会の下溜に

参加してきた。他方，外国移民やその子孫は，今

では，熟練労働者やホワイト・カラーに上昇し？

その一部は宅上隔にまで進出している。熟練労働と

未熟練労働を代表する金属と建設の両部門につい

て行なわれた抽出調査によれば，次表のように，

ララ
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サン・パウロの肉体労働者層の「ブラジル化jが

明らかである。
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193村 1'140年
1941ーlリ45年
1946-1950年
1951-1955年
195!iー l何回年

C IU所） Azis Sim量o，“Industrializa1,ao e sindicali-

zai;ao no Brasil，” R即 istabrasileira de estudos 
politirns, 13 de Janeiro de 1962、pp,87 ff. 

第563健 サン・ハウ口市のある工場の従業員の

出身地（%）

一 ！ J ；瓢溢.1, I .... 一
出 身 地；米f~N監督 j1支術｜販売経営

パイアなど北東部 196.511.2[ o] 1.2l 1.2 
その他の閣内地方 I84目3I s.s i o.5 I 1.6 I 7.9 
サ ン・ノ、内ロ市 i47.9 i 14.6 o I r;_;i 29.2 
外国I52. l I 26 .1 16. 8 I I . 7 3 .4 

（出所〉 Glaudio Ary Dillon Soares，“Desenvol-

vimento economico e radicalismo politico，＇’ Bo-

letim do C.，’ntro Iパ1tino-america110de l',・squisas 

em Ciencias Soci叫ん maiode 1961, pp. 117弘

このような肉体労働者層ないしスラム住民をも

合めた下屑の「ブラ L、ル化」はJ、うまでもなく，

大きな政治的変化をもたらすはずである。かつて

の移民は、アナルコ・サンジカヲズムを持込み，

J午、進的な労働運動の基盤ともなった。しかし，今

日の内国移民は，比較的教養も低く，都市に住み

なえ，；ら，農村的文化を保持する傾向があるのそれ

は，一次的な社会集団内の人間関係に重きをおく

もので，家父長制的tc＇，、し温情的な態度を企業や

国家に期待する。 1964年革命前の扇動的な主翼政

権仏権威主義的な現軍事政権も，このような都

市の下層｜祈純の存在と無関係に成立したとは思わ

れない。

第二の変化は，人種団係におし、て感じられ始め

ている。前述したような経過から，白人系の移民

56 

およびその子孫が中間層以上，有色人が下層を構

成する伝至ってし、る。白人移民は，比較的急速に

社会上昇をなしとげることができたが，今日の内

国移民は，そのような機会に恵まれてL、ない。輸

入代替工業化初期には，職工業において，雇用の

機会は、かなり大であったが，今日の資本集約的

工業は，単純労働者をごくわずかしか必要としな

いのである。こうして，サン・パウロ市では，ブラ

ジルの他のいずれの都市にもまして，人種関係と

社会成層構造の聞に，強い対応が生じ，しかも，そ

れは，ますます強められていく傾向にあるといわ

なければならない（第57,58表参照〕。ブラジルの人

種関係は，非常に良好で‘人種民主主義（democra.

cia racial）という表現さえ使われていた。そのよ

うなイメージは，社会経済的に最も先進的なザン・

パウロで，最大の試練を経験するのではないどろ

うか？

第57表 サン・パウロチMl:むの職業地位別人種構成

(10歳以上， 1950年）（%）

人 flli; 被雇用者

黒黄混白血色人人人人 ! 

84 91. 7 87 83 
3.8 0.9 2.4 3 

11 1.6 5.2 7 
1 5.S 5.4 7 

100 100 100 100 

（出所〕 Florestan Fernandes，“O negro em Sao 

Paulo，＇’ em J. V. Freitas e Osmar Pimentel, 

eel日、 SaoPaulo, p. 144. 

第58表サン・パウロ州民の人種別職業地位構成

(10万以上， 1950年）（%）
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（出所〕 Ibid. 
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祭59表 サン・ノ、ウ口付。l民の三f-:控階層¥llJ人種構成

（、19.50年） ("o) 

ノ人 liR 初等終了子千 l中等終了者 大争終n干

r・-i 人 90.'.2 Y(i. :-i 97お
品血人 1. X (1.5 0.4 
現 I, O.fi 0.2 
黄色人 :i Iう －つ， .. 「： 1.5 

9'lり 〈｝リ付 99.9 

「出所） ]hid., p. ] .. [i. 

（と 1) 市49},i ') ~·. rれこi,;JとJ

( i二＇.！） ・・＇ちン ',T_ :1~ ／仁が， 1"i iげのなぬ人iにPiJi 

,1~ ；ご k ;:, l, .' I -~ .f. ，］、 i'if;1'i'Jtc" f1!'f ,_ . I uLi: ・ニ ζ，i，＇ノ

ー：二三 i ,7ここ L ' さ、 lに、 外'ti：， 夫 iな1,::,i与人に f!({(I_ 

f二た，＇，， '1:;'.L，守i:' :ff本 J万1刊V,frそ I, fこれ：Hi刀；＇：＇i人

'11 t. : ＇刀＇ 1；，円：干Jア｝｝

( : ,: :, ) Eunice Iミil吃iroDurkヒm，“ Osmigrantes 

naciけロais,'' cm .T ¥' I、rc1tas;¥ fare円ncleメ eOsmar 

Pimcntc・I. eds.、Silo l'au lo, Sao I》aulo唱 Livraria

Pioneira Edit凸ra司 1¥I州， p.59. 

（ド14) 1;'lj(L'Jl'1~t 与もか fニt::/J L, 1¥:; iii出身者

て ！， i弓ン l ど（ヒ＇二r,,J fじで？ずに（＇・＇ 1 －~：てな； t: i i本人

,r::y；：ト：／〕、 J ーに fi,ll: 了7 ヲン，， I i系ノ人＇； jヨ一六（i'Jj世

↑＇ L ・": ・, i・. )[. （「マ ／ 7 f.王f汗」 Iリ7Jノ： ,t JJ ・,.;) t;c'.l"L 

¥11I Iゴ jフ I) t」

本；M1：土，-'llrr－・〕「ラジル研究の一子二がかりとして，

サ〉・パウ口市の発展史と現状を分析してみた－

11,:,11結果でよ川るc 第i{;1：は，同市をq，心どして、

一定山地域rli均が庁；r＆されら iコーヒー輸出経済

期J主でを扱：‘＼日 !Ii'fGでJ 1，百fjiをf壬済的メト＼J

ポ lJスどして『 1＇：［ヨ統一 lj＇｝士誌が rf%tされつ／）ある

「輸入代目：てた（ヒ均Lを扱J、た C, /tf,il i的発肢の指

僚として、七＼；1ri¥ IJ :')t'i:／大と？千種 fシプラストラ

7下ヤト‘苦｜；干Ii,:Cf '・ ur：，川1i仇m1の充実をとり， rJ

1柏＇Jj樹lE·,JYrt~；ぐとして，後日j也、 1JJH抗議の既成，

f生日句J['l,J/Z1l；分主をと J Jたために‘ 11il人Jl¥11の/tl¥11；問

題ゴかりてなく， 全目的な地主主十片手壬主でもが分析

の対象iこぺ「）さるを河なかったっ

大都市の歴史を研究することは、その閣の歴史

を研究することにほかならなし、c 大都市乃発展過

住；土，あらゆる志味での技術の進歩に依存してお

り，したがって，その同の社会経済史に密接に関

連しているし，大都市は，後背地である地方の都

lちゃ，農村に対する強い影響力と集約力とによっ

て，必然的に全同的な諾変化を反映するのである。

経済発展のー側面たる社会分業化ばかりでなく，

そのもう一つの側面である地域的分業化も，この

ような大都［行の発展を媒介に進行するのである。

先進同であると発展途上国であるとを問わず，

都市化現象には，共通の内在的な論理があり、し

たがって，共通する現象も多い：ii.I＼しかし，都

市生活の実態，すなわち， 「都市性」（urbanism)

日 2）や都市問題についてみると，発展途上国には，

相対的にかなり独自の問題がみられる。すなわち，

発展途上国の都市化は，多くの場合，都市性の充

実をともなわない都市化であり，しかも，その都

市化の速度は，かなり急速である。この原悶；士，

発民途上国が先進国から技術進歩を完成されたも

のとして導入ないし受容するためであり，この技

術進歩が部in化の推進力となっていると考えられ

る。同じ理由か仏発展途上国の経済発展の過程

においては，深刻な諸較差〔産業開，地域階層間の

生産tt：－；，所得など）が生じやすいのである。生産の

議要素， インフラストラクチャーが不足している

土砂（；－，特定の一地域ないし産業に集中動員するこ

どが，少なくとも，経済発展の初期におし、て；土、

その是非はともかく，最も効率的だからであり，

政府による工業化計画な立の有無にかかわらず，

発展途上国におし、ては，技外TJ丘

／一f、；fに，集中動員が脊易に行なわれやすい。この

ようにして生まれる諸較差が都市性の不足；こ反映

し，今日の発展途上国の都市性なき都市化（川han-

ラ7
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1zation、vithoulリrl,a山，mlのl正〈進をひ、きお二し

J 、、
k、V、匂三二 γ王F亡匂｝こ刀A ご己う J～フの

発展途と白の経済発展の過程で， r-i:r内市場が拡

大して，その主主要・：1：が苛 一次産品のl号外市場を凌

すると司産主構造hこおL、ても工業化がili:fi'し，

輸入f¥::1打 A完了する寸 し力、し， そのr~が 1q1伝説

争力をも九，技術的にも臼給性をもっためには，

さらに一段高L、7/(ijL，｝）飛躍がなされたければな

らλLL、。今日の弓子ン・／アメリカ有数しつ仁業向と

な－，tこづ弓ジ・レ元.，直：lliしてし、る課題i土， ま々，宇 .:?-
C ＜－」

の上うなも Jつである三 この解決策には11I匝内怠業

一般とj也かの軽工業（＇）振興により，大ザン・ベウ

ロの重化学工荒と補完分業体制を確立するととも

ニl:fil内市場を拡大する、（2）大サン・パウロの工業

を各種の補助金などにより，輸出志向型に改造す

ると，，，，う二つの手段;J；考えられる。 これらのこっ

の手段：土， 必ずしも司相互排他的ではないが， 立4

面つラジル政！日；土．第三の道を選んでいるようで

あるv 昨年にはー ヅラジyレの輸出額の半分が， i土

じめて．工業製，＼IrでJ；められた。筆者の考えでは，

国内市場J):ji：）；大， 地域較差のjと正も，おとらず

必要であるが，政治的；二困難は大きいのである。

本論第H部の第Y, 日章の研究から、先進地帯の

拡大波及効果i:t，近接地でのみ大きく，遠隔地で

はむしろ‘較差拡大の傾向があることが示唆され

たυ すなわh，政治的介入がなければ，資本主義

体fhljFでl工、経済i段差：t拡大しやす－＇，、と見て上い

であろうけ＂＇ずれにしても，国家の経済介入の要

請は， 7、ラぶ／レのような発展途上国において；ま

高まりこそ－r;/l.，後jflすることはある支L、c こ♂コ

ような意味で，サン・パウロ一市（I）将来は， 二l1,カミ

らのブラジルの選択する経済発肢の方式と政府の

経済政策によリ影響されるところが大であるつ

しかし，根本的な改革を回避してきたイラジノレ

ぅ8

の歴史を考慮すると，将来の展望としては， リオ

市と十ン・パウロ市を枢軸として南東部全体をメ

ガロポリスとする発展方式が予想される道ではな

L、点、と居、わ;flる。

(Zl:l) 矢崎氏J二「1',,idi J' {I,；ぷi:l'ii,主「都市fヒ＿J, 1M 

武1CCなど f{,jlitl会学，＼！＇典 J 有望Z問 1967年 668 670 

ヘ ン；吹l)i＇定太郎「都市 j, r! f j[jfJI匁Jf!ドf¥:::1：：：編集J[;f

；庁’了てただり＇l』耳r1-r経沢新保U: 1961 "I- 第 Iを 258一

2fi4＇、ーンプ Jど参Ji((。

μ 

(iL 2) 矢崎六六「Ill,11i f生J，福武llIなとお！日

67'.-l, 674ページ。
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